
 　平成２６年度　清瀬市立　　　清瀬中学校　学校評価　評価表
　学校教育目標

　目指す学校像（ビジョン）
【目指す学校像】 学び合い、認め合い、高め合う学校
【目指す児童・生徒像】 自ら学び、よく考え、正しい判断ができる生徒　
【目指す教師像】 互いに協力し合い、一人一人の生徒の力を伸ばす教職員

努力目標 成果目標 努力目標 成果目標

ホームページの更新は、技能的な問題があって思うようにできなかった。担
当職員の技能研修を更に進めていくことによって、解決をはかっていく。保
護者等による参加は昨年度よりも増加しているので、来年度は「１家庭１役」
をさらに推進していきたい。

２学期までに、全て計画どおりに行った。保護者・生徒・教員からも高い評価
を得ている。しかしながら、この取り組みは今年度から始めたものであるた
め、３年間を見通した国際理解教育として、実施内容と実施学年が適切であ
るかの検討を、担当分掌において行っている。

全て計画どおりに行っている。１１月下旬の段階においては、未実施のものも
あるため、成果目標としての生徒評価は決して高くはない。年度末までに全
て実施していけば、高い評価を得ることができる予定である。

人間尊重を基本理念に国際的視野にたち平和を愛する社会人の形成をめざして、・正しい判断力と粘りづよい実践力をもった生徒を育てる　・健やかな身体と豊かな情操をもっ
た生徒を育てる　・高い知性とたくましい創造力をもった生徒を育てる。

前年度までの学校経営上の成果と課題  　学力の向上と命の教育に特に重点を置いて学校運営を行った。本校は平成２５年度より２年間の学力向上推進モデル校に指定され、その初年度として具体的な向上への取り組みを行った。その成果
を、平成２６年秋に数値で把握し、２７年２月に発表する予定である。命の教育については、赤ちゃんのチカラプロジェクトや、メンタルヘルスリテラシー、本校独自の取り組み等で十分に行うことができた。また、生徒が自ら考えて行動できる、判断
力の育成を図った生活指導を実践している。課題としては、不登校生徒を減らすことや、特別支援学級と通常学級との交流学習を質量ともに向上させること、ホームページの充実によって、学校理解をさらに進めることが挙げられる。

・毎授業で復習テストを実施する。
・授業規律を確立するための授業運営
ルールを１学期に規定し、全教員に徹
底させる。
・小中相互の授業参観を行う。
・教務主任を中心に進め、改善計画を
全教科で作成する。
・授業公開日に取り組み状況を公開す
る。

・全生徒が部活動、資格取得試験、各
種コンクール等において、３年間で１度
は表彰を受けられる指導を行う。
・委員会活動、学校行事等の特別活動
は生徒主体で企画運営を行う。
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・個別指導計画を作成し、生徒個々に
対する指導の充実を図る。
・特別支援学級と通常学級との行事交
流、部活動交流、給食交流を行う。

・３年間で計画的に職場訪問、職場体
験、上級学校調べ、進路講演を行う。
・調べ学習、発表活動等を通してリテラ
シーや言語能力を育てつつ、自ら進ん
で進路学習に取り組む指導を進める。
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・ホームページの積極的な更新。
・学校便りの地域への配布。
・学校行事や授業公開等の事前案内。
・健全育成体験主張発表会や石田波
鄕俳句大会等へ積極的な作品応募。

具体的方策

・給食の残菜量を減らすため、教員に
よる配膳の工夫や生徒による完食推進
キャンペーンを行う。

・体育の授業開始前からランニングを
行う。
・説明を効率的に行うことによって運動
の時間をより多く確保する。

・１年次にＵＮＩＣＥＦ理解教育を実施。
・２年次に『留学生が先生』プロジェクト
を利用した交流授業を実施する。
・３年次に、清瀬市内に在住する外国
籍の方々との交流授業を実施する。
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・命の教育を全学年で行う。
・ふれあいアンケートの毎学期実施。
・休み時間には学年担当教員が学年フ
ロアに待機し、生徒に寄り添う。
・不登校生徒への家庭訪問を行う。

学校給食運営協議会やＰＴＡ試食会では、本校の食育への取り組み
や、学校給食へは高い評価が得られている。保護者による学校評価に
おいても、要望や苦情等は一切無い。
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今年度の教育課程上の計画は全て実施し、学校だよりや校長講話等
においても推進してきた。次年度からは生徒が日本文化への理解を進
め、深まった理解を外国籍の方々へ発信していくという道筋にたった計
画を実施していきたい。

生徒は様々な活動に意欲的によく取り組んでいる。努力目標として設定し
た、「学校・学年便り等で活躍を紹介する」は、年度の途中において全ての表
彰を行うことはできないため、最高の評価を得ることはできない。努力目標の
評価基準の設定を適切にすることが課題である。
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課題と対策

計画どおりに全て行っている。学力向上は本校の研究課題であるため、国社
数理英の５教科で毎授業で復習テストを行うなど、向上の取り組みに力を注
いだ。その結果、学力調査で都平均を４教科で上回ることができた。平均を
下回っている英語の学力向上のために、授業改善をさらに進めていく必要
がある。
夏季休業中に、全教科で授業改善計画を作成した。すでに３回行った土曜
授業公開においても、来校者アンケートには授業に対して多くの高い評価が
あった。しかしながら、少数ではあるが、特定の授業への厳しい意見もあった
ので、管理職による授業観察と、教員相互の授業参観を今後も行い、授業
改善を進めていく。

第２回評価
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授業開始前から体操を始め、その後ランニングを行っている。このようにし
て、体力向上のために、少しでも運動時間を確保する努力を行っている。校
内におけるあらゆる運動の場面では安全指導を怠らず行っているが、捻挫
等の怪我が絶えないことが課題である。更なる安全指導と運動によって、怪
我の少ない体を育成していく。
残菜ゼロキャンペーンを保健給食委員会が推進している。給食試食会も多く
の参加者があり、盛況であった。栄養士や調理業者による安全な給食の提
供への努力に、参加者アンケートでは高い評価が得られている。全保護者
からの評価を得ることが課題であるため、第２回ではしっかりと取っていきた
い。

全て計画どおりに行っている。外部人材の活用は、第１・２学年においては
すでに実施しているが、第３学年では今のところ実施がなく、努力目標にお
いては最高の評価を得ることができない。

全て計画どおりに行っている。学校としても、また、教員個々の取り組みとし
ても、十分に意図的・計画的に行っている。
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第１回評価
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ホームページの更新は、市のシステム変更によって技術的に思うように
できなかった。しかし、学校独自の更新マニュアルを作成することがで
きたので、今後は担当職員によって、随時更新を行っていく。保護者の
参加数は「１家庭１役」の推進によって、さらに増加していきたい。

4 2

通常学級と特別支援学級との交流は非常に進んでいるが、特別支援
学級の生徒数が少ないため、全ての通常学級に多く入っているわけで
はない。よって、生徒による評価では、交流学習を活発に行っていると
の評価が決して高くはないという結果が出ているため、次年度は成果
目標の設定を検討する必要がある。

4

課題と次年度以降の対策

国社数理英の毎授業で復習テストを行うなど、向上の取り組みを計画ど
おりに行った。都の学力調査で都平均を４教科で上回ることができ、平
均を下回っている英語も昨年度よりも向上し、都平均に迫っている。八
小との小中連携した学力向上の取り組みを、次年度は清小とも行う予
定である。

4

第３学年においても地域人材を活用した授業を３月に実施し、努力目
標を達成することができた。また、３年生の進路は全て決定している。

4 4

教員の言葉遣いや、生徒への対応において、一部課題があるとの保護
者評価を受けている。ＯＪＴをさらに進めて、改善を図っていく。

3 4

１４部活中、対外的な活動をしている１１部活が、それぞれ複数回表彰
を受けている。その都度朝礼等での表彰や学校だより等での紹介を
行っているため、目標の達成はほぼできているといえる。しかしながら、
努力目標の評価基準は把握に時間と労力がかかりすぎるという難点が
あり、検討が必要である。
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体育への生徒の関心・意欲は高く、授業には積極的に取り組む生徒が
多い。本校生徒の柔軟性や持久力が、全国平均に及ばないという課題
があるため、次年度は補強運動に更に力を注ぎ、向上させていく。

4

生徒間トラブルは、成長過程において避けて通ることができないが、人
権上の問題や、心に深い傷を残すことがないよう、教員が常にアンテナ
を張り巡らしていく必要がある。また、トラブルの未然防止や、起きた時
の最善の解決策構築へさらに研修を積んでいく必要がある。


